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令和７年度竜王町行政執行方針 

 

＜はじめに＞  

本日、ここに令和７年竜王町議会第１回定例会の開会に当たりまして、町制

節目の新しい年度に向けた町政の執行についてその方針を申し述べます。  

 

  まず、我が国の経済は、現在、長きにわたったコストカット型経済から脱却

し、デフレに後戻りせず、「賃上げと投資が牽引する成長型経済」に移行でき

るかどうかの分岐点にあります。  

令和７年度の経済見通しは、国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合

経済対策の効果が下支えとなって、賃金上昇が物価上昇を上回り、個人消費が

増加するとともに、企業の設備投資も堅調な動きが継続するなど、引き続き、

民間需要主導の経済成長となることが期待されます。  

したがって、令和７年度の経済財政運営においては、引き続き、全ての世代

の現在および将来にわたる賃金・所得の増加を最重要課題とし、賃金上昇が物

価上昇を安定的に上回る経済の実現をめざすとしています。  

具体的には、最低賃金の引上げ、価格転嫁等の取引適正化、人手不足に対応

する省力化・デジタル化投資の促進、人への投資を含む三位一体の労働市場改

革に取り組み、また、ＤＸ・ＧＸ、ＡＩ・半導体等の成長分野における官民連

携投資などの取組を推進するとされています。  

 

本町の令和６年度決算としては、歳入は、町税収入のうち、法人町民税およ

び固定資産税は当初予算から増加を見込むものの、当該年度における法人町民

税収については、標準税収入額を大きく下回ることから減収補填債の発行によ

り財源不足の調整を行いました。  

歳出は、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、低所得

世帯等への支援、従来どおりの学校給食の質、量を維持し、保護者へ負担転嫁

しないよう学校給食事業特別会計への支援等を行いました。  

主な重点施策については、活力あふれるまちづくりとして、竜王町中心核「交

流・文教ゾーン」の整備を進め、竜王小学校建築工事の着手ならびに交流・文

教ゾーンの造成および道路工事を行いました。その他、耕・畜・工連携による

バイオマス資源の循環の取組や、通学定期補助、夜間特別便、チョイソコりゅ

うおうの運行など公共交通機関等の利用促進を進めるとともに、ふるさと納税

の取組を一層進めることにより、寄附額が前年度比で約３倍となる結果になり

ました。  
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安心して暮らせるまちづくりとしましては、子育て世帯の経済的支援のため

小中学校の給食費の無償化や小中学生および高校生世代の医療費の無償化を

行うとともに、地域防災力の強化として消防小型動力ポンプの整備や交通安全

施設の整備等を行いました。社会教育の推進については、第７９回国民スポー

ツ大会スポーツクライミング競技会の開催に向けた準備を進めました。  

みんなで進めるまちづくりとしましては、未来へつなぐまちづくり交付金や

コミュニティ助成事業を通じて自治会活動への支援等を行うとともに、住民対

応窓口のワンストップ化に向けて総合庁舎１階事務室等改修工事を行いまし

た。  

 

＜当初予算概要＞  

令和７年度当初予算案については、町制施行 70 周年を迎える節目の年とし

て、町と町民が一体となって祝い、新たな時代に向けた変革や発展の契機とす

るため、物価高騰や社会保障関係経費の増大による厳しい財政状況であるもの

の、国・県等の補助金やふるさと納税による寄附金等を活用しながら、中心核

整備や公共交通施策の推進、子育て支援や定住促進など、本町の未来につなぐ

取組をこれまで以上に推進することとしています。  

また、この記念すべき年に開催される第７９回国民スポーツ大会の成功を機

に、さらに町全体が一体となり活気の溢れる一年とし、「若者も暮らしたい  希

望かなえる  輝竜の郷  ～心弾む  新時代へのチャレンジ～」のまちづくりの

確かな実現に向けて、「節目の７０年、未来へつなぐ投資予算」として、一般

会計の歳入歳出予算総額を過去最高規模の１２２億２，０００万円（対前年度

34.3％増）としています。  

 

令和７年度においても、これまでのまちづくりの取組および重点施策プロジ

ェクトの取組を継続しつつ、第六次竜王町総合計画の基本施策である『豊かさ』

『やさしさ』『つながり』の３分野の重点プロジェクトを推し進めることで将

来像の実現をめざしていきます。  

 

＜重点施策＞  

  主な重点施策については、第六次竜王町総合計画の３分野の基本施策に沿っ

て掲げています。  
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【活力あふれるまちづくり  ～発展・進化を生み出す豊かさの創造～】  

本町の地理的優位性や産業構造などの特徴を生かしてまちをより便利に、そ

して活性化することで魅力を発信していく取組に関する分野です。  

まず、中心核「交流・文教ゾーン」の施設整備およびコンパクトシティ化構

想のさらなる推進をめざす事業として、新・竜王小学校の建設を引き続き行う

とともに、学童保育所の建設や公園整備に係る実施設計、居住ゾーンの整備に

向けた事業者の募集、立地適正化計画の策定を行います。  

次に、町制施行７０周年にかかる記念事業として、記念式典ならびに町制施

行７０周年記念まちづくり活動支援事業等を行います。 

  次に、地域農業の持続的な発展をめざす事業として、農業の担い手の確保・

育成支援、また、魅力ある農業を推進するため、農業振興ビジョンに基づくス

マート農業の導入や果樹の生産力向上等への取組に対する支援を行います。ま

た、竜王町バイオマス産業都市構想に基づく耕・畜・工の連携によるバイオマ

ス資源の地域内循環実現に向けた取組を行います。  

  次に、道路ネットワークの強化と地域交通の充実をめざす事業として、町道

の舗装修繕や橋梁の修繕等による長寿命化を行います。また、公共交通機関の

利用促進と人口定着の促進を目的として、ＪＲ西日本と、マイナンバーカード

と ICOCA の連携によるポイント還元事業の検討を新たに開始するとともに、通

学定期補助、夜間定期便およびチョイソコりゅうおうの運行を引き続き行いま

す。  

次に、定住促進の実現などに向けた町の魅力発信とふるさと納税の推進をめ

ざす事業として、定住人口獲得のために町の魅力を内外に発信するシティプロ

モーションを引き続き行います。また、若者定住のための住まい助成を継続し、

転入した子育て世帯に対して町独自に給付金を給付します。あわせて、新婚夫

婦の新生活を応援するために、住宅費用等に対して助成を行います。ふるさと

納税につきましては、さらなる寄附をいただけるよう鋭意取り組みます。 

 

【安心して暮らせるまちづくり  ～次世代に引き継げるやさしさの創造～】  

快適かつ安全な環境の中で、誰もが生涯にわたって健やかに安心して暮らせ

るまちを創出していく取組に関する分野です。  

子育て支援施策のさらなる推進をめざす事業として、子育て世帯の経済的支

援のため小中学校の給食費の無償化を引き続き行います。また、妊産婦、子育

て世帯、こどもに対して児童福祉と母子保健の効果的で切れ目のない継続的か

つ包括的な支援を行うため、こども家庭センターを設けるとともに、保護者が

安心して子育てできる環境を整えるため、竜王こども園に病児保育室を確保し
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ます。さらに、妊婦のための支援給付事業を実施するとともに、一時預かり事

業の拡充し、就学前児童誕生日祝金事業、こどもへの医療費助成については、

昨年度と同様に実施します。  

次に、地域で支える健康・福祉のまちづくり推進をめざす事業として、健康

づくりの推進や各世帯が抱える複合的な困りごとに対して、関係機関・地域住

民が連携して解決できるよう包括的な総合相談や地域づくりを推進します。そ

の他、竜王町子ども療育事業所「たっぴー」の移転整備に向けて、移転先の福

祉ステーションの改修を行います。  

  次に、たくましく生き抜く力を育む学校教育の推進をめざす事業として、先

進的に進めてきた英語教育を各校園の連携を強化することでさらに推進する

とともに、徹底反復学習については竜王独自の取組として一層の充実に努めま

す。また、新・竜王小学校の移転新築開校に向けて、新規購入備品の調達や移

転準備を進めます。その他、一人ひとりの教育ニーズにあった適切な支援を行

うため、各種支援員、スクール・サポート・スタッフ、学校支援マネージャー

を引き続き配置します。  

  次に、豊かな人生を自ら切り拓いていくための資質や能力を育む社会教育の

推進をめざす事業として、図書館の開館２５周年事業を行うとともに、町制施

行７０周年を記念する文化祭を開催します。また、第７９回国民スポーツ大会

において、スポーツクライミングの会場設営および競技運営を行うとともに大

会への機運醸成を図ります。  

  次に、地域防災力の向上と交通安全対策を推進する事業として、農業用ため

池の災害リスク軽減に係る取組を行います。また、災害時に活用する資材や備

品等の整備や確保を行うとともに交通安全意識の向上を図るための支援を行

います。  

   

【みんなで進めるまちづくり  ～新たな時代に対応したつながりの創造～】  

まちづくりを効果的に進めるためのしくみづくりに関する分野です。  

 じんけんを考えるみんなのつどい等の開催により人権教育の推進を行いま

す。また、自治会活動への支援と地域コミュニティの維持・活性化の取組を行

います。  

デジタル技術を活用した行政サービスの推進としては、竜王町ＤＸ推進計画

の改定および国が主導する行政システムの標準化およびガバメントクラウド

への移行を順次進めます。  
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＜最後に＞  

本方針の説明につきましては、第六次竜王町総合計画に沿った形とさせてい

ただきましたが、予算編成に当たりましては、本町が過去から積み上げてきた

実績を踏まえつつ、これまでのまちづくりの取組および重点施策プロジェクト

を引き続き推進し、少子高齢化や人口減少を見据え、持続的な発展をめざした

効果的な施策の展開を図ります。  

この方針の下、各事業の目的や優先順位を見極め、特に、中心核整備につい

ては、最優先事項として、その実現に向け、重点的かつ着実に推進することと

します。  

町民皆様の声を真摯に受けとめ、町政発展のため尽力してまいりますので、

議員皆様方の格段の御指導・御協力をはじめ、町民皆様方のより一層の御理

解・御支援を賜りますようお願い申し上げ、令和７年度に当たっての行政執行

方針といたします。  


